
人権教育に関する特色ある実践事例 

 

基準の観点 
価値的・態度的側面のみならず、知識的側面や技能的側面に関する指導

がバランスよく行われ、実践力・行動力の育成につながっている事例 

 

１．基本情報 

○都道府県名及び市町村名  

滋賀県彦根市 

○学校名 

彦根市立若葉小学校 

○学校のＵＲＬ 

http://www.city.hikone.shiga.jp/edu/gakko/syoukai/wakaba_s/wakaba_s.html 

 

２．学校紹介 

○学級数 

【合計】１１学級 

○児童生徒数 

【全児童数】２５５人 

（内訳：１年生３３人、２年生３１人、３年生４５人、４年生５２人、 

５年生３９人、６年生５５人） 

○学校の教育目標、人権教育に関する目標など 

【学校教育目標】 

自己の生き方にきびしく 人の心にやさしく ともに生きる子どもの育成 

【人権教育の目標】 

集団生活の中で、自他の相違を認め、互いに尊重し合うことを通して、人権に対

する理解・認識を深め、さらに、明るい未来に対する展望がもてる子どもを育成

する 

○人権教育にかかる取組の全体概要 

若葉小学校人権教育全体計画 
 ＜人権教育実践上の課題＞ 
・自分の思いや考えが安心して話す

ことのできる場や環境を作る。 
・小集団および学級集団の連帯意識

を高める。 
・自尊感情を育て、更に自らのうち
に潜む差別性に気づき、変容して
いくことのできる鋭い人権感覚
を身につけさせる。 

・ 基本的な生活習慣を身に付けさ
せ場に応じて自ら判断して行動
できる主体的な生活態度を育成
する。 

 ＜学校教育目標＞ 
自己の生き方にきびしく 
 
人の心にやさしく 
 
ともに生きる子どもの育成 

 
 
 
 

 
 

 ＜子どもの実態＞ 
・明るく伸び伸びとしていて 

活発に活動できる子ども 
が多い。 

・辛いこと苦しいこと苦手な 
ことに直面したとき、心の 
弱さが現れる。 

・自分の行動について、立ち 
止まって考えたり、不合理 
さを指摘できない子ども 
がいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    



・「生きる力」の育成を目指し、気
づき追求し続ける喜びを味わわ
せるとともに、明るい未来への展
望がもてる学習を創造する。 

・人権問題を正しく認識し、その解
決に向けて積極的に取り組める
ようにする。 

 ＜めざす子ども像＞ 
・ねばり強くがんばる子 

＜自律＞ 
・友だちにやさしい子 

＜寛容＞ 
・みんなと協力できる子 

＜共生＞ 

 ＜保護者・地域の実態＞ 
・新興住宅地に位置し、住民 
 相互の関わりを深める活

動 
 が進みつつある。 
・核家族や共働きの家庭が大 
 半を占め、地域間の人間関 

係が希薄である。 
  
 ＜職員研修＞ 
・正しい理解と認識を身につける
ための研修の充実を図る。 

・人権問題を的確にとらえる技能
や態度を身に付ける。 

・安心して学習できる環境をつく
る。 

・教師間で人権についての会話が
大きくできるように関係を深め
ていく。 

 ＜人権教育の目標＞ 
（人権教育がめざすもの） 
   集団生活の中で、自他の
相違を認め、互いに尊重し
合うことを通して、人権に
対する理解・認識を深め、
さらに、明るい未来に対す
る展望がもてる子どもを 
育成する。 

 ＜地域・保護者等の連携＞ 
・家庭訪問・懇談会・学年通 

信等 
・学区人権教育推進協議会 
・ＰＴＡ連絡協議会 
・各地区子ども会 
・行政、相談機関、教育委員 
 会 
・中学校ブロック人権教育研 

究会 

  

   
＜普遍的な視点からのアプローチ＞ 
○かけがえのない人間として自らの生き方を追求 
する（人間認識） 

○自尊感情を高め、豊かな感性を育む 
（人間認識） 

○人とのかかわりを通して自分を見つめ高める 
（民主的な人格形成） 

○社会とのかかわりを通して互いを認め合い共に 
生きる（社会認識） 

・実感・納得・感動のある授業づくり 
 （心に響く道徳教育、教科指導の充実と確かな 
学力の育成） 

・自己指導能力を育成する生徒指導 
・豊かなかかわりとともに未来への夢を育む総合 
的な学習の時間 

・読書の楽しさや喜びを味わわせることを通して 
豊かな情操を養う読書指導   

 ＜個別的な視点からのアプローチ＞ 
○差別の不合理についての認識を深める 
○人権獲得の歴史と人々の生きざまに学ぶ 
○身の回りの課題解決に向けた実践的態度を 

培う 
○さまざまな人権課題の学びへと発展させる 
・生活や労働に結びついた学習、人や自然へ 

のかかわりを通して温かな心を育てるお
はようタイムの指導（環境教育） 

・命の尊さについて学びを深める健康と性の 
教育 

（さまざまな人権課題の学び） 
・同和問題・女性・子ども・高齢者・障害者
・外国人・その他 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権教育学年目標 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 

学級 
・身近な自然

に 親 し ん

だり、学校

や 地 域 で

生 活 し た

り す る 中

で、みんな

と 仲 良 く

助 け 合 お

う と す る

態 度 を 育

てる 

・自分の思い

が、はっき

り と 言 え

る 

・身近な自然に

親しんだり、

学校や地域

で生活した

りする中で、

自分以外の

思いに気づ

きみんなと

仲良く助け

合おうとす

る態度を育

てる 

・思いや考えを

出し合い、よ

りよく生活

しようとす

る 

・学校や家庭・

地域において

生き生きと活

動する中で、

互いに協力し

て助け合おう

とする意欲や

態度を育てる 

・自分たちの生

活の中で、お

かしいと思う

ことが言え、

過ちをみんな

で協力して正

していこうと

する 

・学校や家庭・

地域において

生き生きと生

活する中で互

いが認め合い

、支え合い磨

きあおうとす

る意欲や態度

を育てる 

・身の回りの生

活における不

合理さに気づ

き、相手の立

場を考えて行

動することが

できる 

・学校や社会の
様々な事象
の中に見ら
れる不合理
や矛盾に気
づき、相手の
立場を尊重
し、仲間とと
もに生活を
向上させて
いこうとす
る意欲や態
度を育てる 

・思いやりやや
さしさを大
切にし、生活
の中にある
問題をみん
なで協力し
て解決する 

・差別の中で
たくましく
生きる人々
の姿にふれ
、差別の不
合理性に気
づき、真実
を見抜こう
とする正し
い判断力と
、よりよい
生活をめざ
し意欲的に
取り組む態
度を育てる 

・いろいろな
立場の人の
人権を尊重
し、生活の
中にある課
題の解決に
向けて意欲
的に取り組
む 

・自分の思
いがはっ
きり言え
る 

・思いやり
のあるや
さしい態
度で接す
ることが
できる 

・友だちを
大切にし
なかよく
助け合う
ことがで
きる 



     
 
 
 
 
 
 
 

＜教科＞ 
・基礎的、基本的な内容の

確実な定着を図る 
・一人ひとりの子どもの見

方・感じ方を大切にし、
さらに気づき追求し続
ける授業の改善を図る。 

・自然に親しみ生き物を大
切にすることを通して、
命を大切にする心を育
てる 

＜道徳＞ 
・体験活動を通して、児

童の内面に根ざした
道徳性の育成を図る
授業の改善 

・心をゆさぶる資料の選
択と開発 

・自分を見つめる日（月
一回人権の日）の全校
統一した取組 

＜特別活動＞ 
・縦割り班等、異学年集

団による活動を通し
て連帯感や所属感を
向上させる 

・自己選択、自己決定し
主体的に関わろうと
する態度を育て、個性
の伸長を図る 

＜総合的な学習
の時間＞ 

・人と自然にやさし
く関わり、小さな
夢をえがいて心
のふるさとを作
るとともに、自ら
気づいた課題に
ついて解決する
方法を身につけ
させる 

 【生徒指導】・個性を伸ばし、子ども同士が高め合える、民主的な集団 
      づくりを通して、自己指導力を身につけ、自立できる子ど 

もを育てる 

   
 

 

３．特色ある実践事例の内容 

１．取組のねらい 

６年総合的な学習の時間 

テーマ：「平和の樹（被爆アオギリ）を通して学ぶ」 

ねらい：平和の樹（被爆アオギリ）にこめられた思いや願いを発信する活動に取

り組むことを通して、命の尊厳、友との絆を大切にする心情と実践力を

養う。 

２．取組をはじめたきっかけ 

戦争は最大の人権侵害である。その中でも、広島・長崎に投下された原子爆弾

は多くの人々の命を一瞬にして奪った。本取組は、その中でも生き続けた「被爆

樹」を通して、命の尊厳、人権が守られた平和な社会への思いを深めることをね

らった。 

「被爆樹」とは、原子爆弾の被害を受け、７５年間草木が生えないといわれた

広島で被爆に負けずに翌年芽を出し、今も生き続け、人々に生きる希望や勇気を

与え続ける樹々があり、それらを総称している。 

  ＜経緯＞ 

３年前 

６年生（現中学３年生）が被爆桜を学校法人安田学園安田女子中学校・高等

学校から譲り受けた。被爆桜を育てることを通して、命・平和を大切にする心

を育てて欲しいと、ペア学年だった３年生（現在６年生）に引き継いだ。 

２年前 

被爆アオギリを通して平和活動に取り組む方から被爆ア 

オギリの苗と種を譲り受ける機会を得た。本校にとって２本 

目の被爆樹との出会いであった。 

１年前 

東日本大震災により、福島県から一時避難としてＡ児が転 

入してきた（2ヶ月後に福島県へ帰郷）。Ａ児を含めた当時５  

年生（現６年生）の子どもたちが、ベトナム戦争で被害を受 



けたドクさんとともに被爆アオギリの種植えを行った（大震災の見舞いに来日 

され、被爆桜と出会うために来校）。 

ここから、被爆桜に始まった本取組の第２段階として、被爆アオギリの生育

を通して、平和の大切さ、生命の尊厳、友との絆をさらに深め、これらのこと

を学び発信していくことをねらった。 

３．取組の内容 

○被爆アオギリの歴史に学ぶ 

・アオギリの樹について学ぶ（樹医） 

  植物「アオギリ」について学習する。幹や葉、花、樹皮や果実などの特徴

について聞き、アオギリの生育について学ぶことができた。 

・被爆アオギリとは（平和アオギリを通して平和活動に取り組む方） 

  被爆アオギリの歴史、被爆アオギリに関わってきた人々の願いや思いを聞

く。また、被爆アオギリを通して平和の大切さについて訴えておられること

から、活動への思いや願い、ご本人の生き方にふれ、今後の自分たちの取組

への思いを高めることできた。 

・被爆アオギリについての調べ学習 

  ６７年前に何が起こったのか、被爆アオギリにこめられた思いや願いにつ

いて調べた。 

・Metisさんへの手紙 

  被爆アオギリの学習を進める中で、被爆アオギリを題材にした歌を歌われ

ているMetisさんの存在を知る。自身が被爆３世であること、平和な社会を作

っていくことの必要性を歌にして表現されていることなど、その思いや願い

を知る。歌詞に書かれた思いに共感し、被爆アオギリを通して考えた自分た

ちの思いを伝えようと手紙を送った。Metisさんからも返事があり、被爆アオ

ギリを通して、人とのつながりが広がった。 

・戦争当時の人々の思いにふれる 

  アオギリが被爆した当時の様子や人々の思いを少しでも

知ろうと、滋賀県平和祈念館へ出かけた。語り部のお話や

展示物等から、戦争の悲惨さや復興への力強い生き方など

を学び、被爆アオギリを通して平和の大切さを発信してい

こうとする意識を高めた。 

○被爆アオギリを通して平和の大切さを発信する 

・子ども国会での発信 

 福島県から一時避難してきたＡ児は2カ月で福島県へ

戻ったが、その後も手紙を通して交流は続いていた。と

もに種を植えた被爆アオギリを育てることを通して、福

島のＡ児とつながりを強く感じていた。そんな折、参議

院で開かれた「子ども国会」で発信する機会を得た。Ａ

児との関わりから学んだことや被爆アオギリにこめられ

た思いを伝えるとともに、みんなが笑って過ごすことが



できる平和な世の中を願う心を被爆アオギリに託して、全国から参加した子

ども議員に発信した。 

子ども国会には、福島県へ帰郷したＡ児も駆けつけ、被爆アオギリの苗を

贈った。また、自分たちの思いを更に多くの人々に伝えようと、衆、参両議

院の議長にも会い、平和と復興への願いを込めた苗木を贈った。贈った３本

の苗木は、福島県の小学校、両議長公邸へ植樹される予定である。 

 

  ・幼稚園、保育園への発信 

近隣の４園に、被爆アオギリの苗を贈った。自分たち

が何を伝えたいのかを明確にし、園児の立場になって、

発信方法を工夫した。戦争や平和についての理解は、ま

だ難しいかもしれない。しかし、毎日被爆アオギリの水

やりやお世話をすることで、平和を大切にする心を育て

てほしいと願いをこめて発信した。 

・子ども市議会 

    子ども市議会で、被爆アオギリを「彦根市の平和のシ

  ンボル」として植樹することを提案した。多くの人に被爆アオギリを通して、

  平和の大切さ、命の尊さを伝え、考えるきっかけにしてもらいたいと発信し

  たところ、植樹場所や時期について前向きに検討するという答弁を得た。 

 

４．実践事例の実績、実施による効果 

○発信にむけてつけた力 

   被爆アオギリを発信する相手は多岐にわたった。園児や福島県のＡ児、大人

等、相手が変わると、当然伝え方や発信方法はその時々に変化していかなけれ

ばならない。何が伝えたいのか、何を考えてほしいのかを毎回明確にしてきた。

そのための発信方法や、言葉も、相手によって考えさせてきた。取組の中で子

どもたちは、相手意識をもった伝え方が表現できるようになった。 

○相手に寄り添って考える想像力 

   子どもも教師も戦争を経験していない。戦争が身近なものではない。まして、

「被爆」というものに実感がない中で、語り部の話や資料から想像して考えて

いくことが必要になる。相手の気持ちや思いに寄り添って話を聞くこと、その

時代背景の様子や人々の苦しみ、悲しみを想像しながら、自分たちの生活に置

き換えていくことで平和への思いを育んできた。 

 

 

 

つらいはずなのに笑顔のＡ君に勇気づけられた。被爆アオギリを育てること

と福島のＡ君の笑顔を忘れず弱音を言う自分に対して強くなれた。Ａ君にと

っても、その笑顔が苦しい時の強さに変わると信じている。 



○自らが人権確立の主体者として行動する実践力 

  一番弱い立場のものが、はじめに被害を受ける。

 現在の子どもたちの生活に置き換えると、それは、

 「いじめ」になるであろう。本校では、各学級のい

 じめ“ゼロ”アクションプランと題して、自ら「い

 じめ」をしない、させない、許さない取組を全校で

 行っている。その中でも、子どもたちは、「人を傷

 つける言動・行動をしない」「正しい意見は勇気を

 もって伝える」等、人権が大切にされる学校をつくるために、自らが主体者とし

 て実践していく姿を見せている。 

 

５．実践事例についての評価 

本事例を通して、子どもたちの心情面の変化もみられた。 

○自尊心を高める・命の尊さを知る 

  生きたくても生きられなかった人たちがいる。被爆アオギリにその思いをこめた

人々がいることを感じた子どもたちは、その人たちの分まで、今生きている自分た

ちが、自分や周りの命を大切にし、そのことを伝えていかなければならないと考え

ることができた。「戦争はいけない＝自分たちの日常生活からケンカや争いをやめて

いく」ことを実践している。 

○社会をつくっていく主体者としての自覚を持つ 

  被爆アオギリを通して、生きる希望を見出した人々、諦めずに育て続けた人々の

思いや願い、生き方を感じ取ることで、人が大切にされる社会は自分たちの手でつ

くっていくという主体性が生まれた。諦める前にまずは行動してみる、間違った行

動には自ら止めようと行動する子どもたちが増えた。 

○出会いから共生の心を育む 

  被爆アオギリを通して、多くの人々と出会い

 、つながりを広げ、深めることができた。福島

 県のＡ児との絆、園児との交流、ゲストティー

 チャーや被爆アオギリに関わり続けた人々と

 の出会い、様々な人の思いや願い、生き方にふ

 れることで自分と周り人との関わりを見つめ

 直すことができた。本取組後、授業の中での教

 え合い、休み時間に特別支援学級へ行っての交

 流など、自ら関わり、関係を深めていこうとする実践力を多くの場で発揮する姿が

 見られる。 

○芽を出さないかもしれない、それでもアオギリを育て続けた人たちの思いや諦め

なかった気持ちに感動しました。私たちも諦めない気持ちを大切にして、みんな

が笑える世の中にしていきたいです。 

・被爆アオギリの学習を通して、戦争は嫌だけれど、それ以上に自分も人を傷つけた
くないし傷つけられたくないと思いました。 



被爆樹（被爆アオギリ）から学んだ、平和の大切さ・命の尊厳・友との絆は、卒

業を前に、在校生へと引き継いでいかなければならない。子どもたちの卒業記念樹

として本校にも被爆アオギリを植樹する。被爆アオギリを育てることを通して、若

葉小の子どもたちが平和を大切にする心を育み、被爆アオギリのもとで、人を大切

にすることや命の尊厳について学びを深め実践力を高めていってほしいと願う。そ

の時、その場で一番弱い立場に立っている人は誰なのかを見つめる人権感覚、そこ

で自ら行動できる実践力を育んでいくためにも、被爆樹を通した人権教育は今後も

継続していく。 

 

 



【 人権教育の指導方法等に関する調査研究会議によるコメント 】 

彦根市立若葉小学校 

本校の６年生の実践では、命の尊厳と平和な社会への思いを育むことを目指して、

人々を絶望から生きる希望へと導いた被爆アオギリを題材にして取り組んでいる。被爆

アオギリの歴史や背景、関わってきた人々の苦しみや悲しみについて、調べ学習だけで

はなく、関係者との学習を構成することにより、児童は想像力を働かせて、人々の思い

や願いを共感的に受容している。さらには、学びを発信する場や自分の生活に置き換え

る場を設定している。これらのことにより、生きて働く知的側面と、価値的・態度的側

面、技能的側面がバランスよく育まれ、社会参画への主体者意識が醸成されている。 

人権教育の目標に「明るい未来に対する展望がもてる子どもを育成する」ことを挙げ

ているが、学びを紡ぐ中で、社会の一員としての自分の在り方を問いながら、明るい未

来の姿を想像することで人権主体としてよりよく生きようとする姿勢が児童のなかに

育ちつつあることが伺われる。 

 


